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おめでとう！新成人

平成29年大熊町成人式

　
平
成
29
年
大
熊
町
成
人
式
が
１
月
８

日
、
い
わ
き
市
の
グ
ラ
ン
パ
ル
テ
ィ
い

わ
き
で
行
わ
れ
、
男
性
57
人
、
女
性
79

人
の
合
計
１
３
６
人
が
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
渡
辺
利
綱
町
長
か
ら
一
ノ
瀬

ま
み
さ
ん
に
成
人
証
書
が
贈
ら
れ
、
元

大
熊
中
教
頭
の
鈴
木
隆
さ
ん
ら
が
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
新
成
人
を

代
表
し
て
髙
野
凌
雅
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
出
席
者
全
員
で
大
熊
中
の
校
歌
を
斉

唱
し
、
変
わ
ら
な
い
ふ
る
さ
と
の
絆
を

確
か
め
合
い
ま
し
た
。

おおちゃんクイズ（地域問題）	 Q・	薪を背負いながら読書をしている像で有名な二宮金次
郎（尊徳）。大熊町にも二宮金次郎像がありました。ど
こにあったでしょう？

くうちゃんクイズ（方言問題）	 Q・「雪道で滑って、しじゃかぶすりむいちまった！」どこ
をすりむいたのでしょう？

大熊町に関する郷土・方言問題を町民の方から募集しています。
問大熊町役場会津若松出張所　教育総務課
 kyoikusoumu@town.okuma.fukushima.jp

　

大
川
原
字
西
平
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
建
設
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
川
原
で
は
す
で
に
別
の
場
所
約
３
・

３
㌶
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
建
設
中

の
施
設
の
面
積
は
そ
れ
を
上
回
る
約
16
㌶
で
す
。
１
０
０

人
を
超
す
作
業
員
の
方
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
台
に
架
台

を
組
み
、
そ
の
上
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
取
り
付
け
て
い
ま

す
。
そ
の
数
３
７
０
０
０
枚
以
上
で
、
一
般
家
庭
３
５
０

０
世
帯
分
の
電
力
を
ま
か
な
え
る
そ
う
で
す
。
７
月
に
発

電
開
始
予
定
で
す
。

お
お
く
ま
点
描
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　震災から 6年、皆さんは追われるよ
うに古里を離れ、慣れない環境や新しい
人間関係の中で、それぞれの道を歩んで
きました。その間、苦しさや悔しさを味
わっても懸命に前を向く姿には、私たち
大人の方が励まされました。
　大人の一員となった皆さんに坂村真民
の「念ずれば花ひらく」という言葉を贈
ります。彼は「念ずれば花ひらく　苦し
いとき　母がいつも口にしていた　この
ことばを　わたしも　いつのころから　
となえるようになった　そうして　その
たび　わたしの花が　ふしぎと　ひとつ
ひとつ　ひらいていった」という詩を残
しました。真民は、5人兄弟の長男とし
て母親を助けて貧しい生活を支えながら
勉学に励み、国語教師を勤め、退職後、

詩作に専念しました。「念ずる」とは、
その実現をいつも心の中で思うことで
す。一粒のタネを育てるのと同じように、
一つの願い事をいつも心にとどめ育てれ
ば、やがては成就の花が咲きます。困難
にもあきらめず「念ずれば花ひらく」の
言葉を胸に、それぞれの花を咲かせてく
ださい。
　私たちの町は復興に向けて多くの問題
に直面し、今後も数十年の取り組みが必
要です。ふるさとの復興に少しでも力を
貸してください。どんな小さなことでも
構いません。そのひとつひとつの積み重
ねが復興を手繰り寄せる道になるので
す。
　これまでの経験とこれからの出会いを
財産とし、存分にご活躍してください。

式　辞

渡辺　利綱町長

　これまで歩んできた 20年間、見守っ
てくださった町の方々、教え導いてくだ
さった先生方、共に歩み切磋琢磨した友
人たち、いつも温かく励まし味方でいて
くれた家族の存在なくして今の私たちは
ありません。本当に感謝の気持ちでいっ
ぱいです。
　二十歳というのは人生の通過点に過ぎ
ません。これから大切なのは、経験をど
れだけ糧にしていけるかです。常に目標
を持って挑戦し、成長していきます。
　東日本大震災から６年が経とうとして
います。生まれ育った大熊町で今日の喜
びを分かち合えないことは悲しいです
が、離れ離れになった友人たちと一堂に
集い、成人式という節目を迎えられまし
た。震災で学んだ、人と人とのつながり

を大切に生きていきます。
　アメリカの元プロバスケットボール選
手のマイケル・ジョーダンがこんな言葉
を残しています。「障害を前にして立ち
止まることはない。壁にぶち当たっても
振り向いて諦めてはいけない。どうやっ
て乗り越えるか、突き進むか、回り込め
るか考え出すんだ」と。
　これから先、楽しいことだけでなく、
悩んだり苦労したりすることもあると思
いますが、そこから逃げず、前を見て、
どんな険しい道でも乗り越えていこうと
思います。仲間たちと共に築いていく未
来をどうか温かく見守っていてくださ
い。希望と笑顔に満ちた未来のために歩
み続けていくことを心に誓い、謝辞とし
ます。

平成29年大熊町成人式

新成人代表謝辞

髙野　凌雅さん
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４月導入・新タブレット端末

　大熊町ホームページをボタン１つで開くことができます。新着の情報
があり、まだ確認されていない場合 のアイコンがボタンの上に表示さ
れます（ボタンを押して閲覧された後は表示が消えます）。

　意見交換や連絡を取り合って町民同士が双方向でコミュニケーション
できます。イベントや自治会、趣味など５つのジャンル分けで運用する
予定です。ジャンル分けは随時拡充します。

　現行端末と同様、町が発信する動画を閲覧できます。現在の町内の様
子や町関連のイベントなどを配信する予定です。動画の内容については、
これまで以上に充実させていきます。

　テレビ電話を含む通話機能、メッセージ送受信機能です。タブレット
同士だけでなく、スマートフォンとも連絡できます（相手のスマートフォ
ンに「LINE」がインストールされている必要があります）。

　町議会中継、町内ライブカメラ、タブレットに関するお知らせの閲覧
から各メディアの動画チャンネル、ＦＭラジオを簡単に視聴できます。

　イベントがある日に「まあちゃんマーク」を表示します。日付部分を
押すとイベント内容が表示されます。カレンダーを活用して楽しそうな
イベントを見つけ、お出かけください。

　福島民報が報じる福島県内のニュースを抜粋して閲覧できます。おく
やみ情報も見ることができます。

　一定時間操作しないと表示される町内の風景や町からの情報画面（ス
クリーンセーバー）に手動で切り替えるボタンです。

　会津若松市と大熊町が連携して運営している登録制のコミュニケー
ションサービスです。趣味のグループやスポーツのチームなどでグルー
プを作り情報交換ができます。

　新しいタブレット端末の第一次募集は１月末時点で一旦締め切りましたが、それ以降も申し込
みを受け付けています。ただ、すでに数多くの申し込みをいただいており、お渡しするまでに時
間がかかりますので、ご了承ください。

おおくまアプリ
機能のご紹介！！
　町が４月に配布を開始する新しいタブレット端末のメインアプリ「おおくまアプリ」の機
能が決まりました。現行端末をご利用の方が不便を感じないよう検討を重ね、９種類を選び
ました。町民同士が双方向で交流する機能、テレビ電話、町のイベントを取材した動画を配
信する「くまちゃんねる」などです。上手に使って、町の皆さんとの交流に役立ててください。

　昨年12月から県内外の16か所で開催した新しいタブレット端末の事前説明会には、年末年
始のお忙しい時期にもかかわらず、約３００人もの方にご参加いただきました。新しい端末を
体験し、その場で教えていただいたご意見、ご要望は可能な限り生かしています。説明会は
今後も定期的に実施します。

■■たくさんの方が事前説明会に来てくださいました■■
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まちづくり会社準備係を設置

おめでとう泉田シゲさん満１００歳

　

町
の
復
興
に
向
け
、
土
地
の

利
活
用
に
関
す
る
業
務
な
ど
を

推
進
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」
を
設
立
す
る
た
め
、
１
月

１
日
付
で
町
役
場
会
津
若
松
出

張
所
の
企
画
調
整
課
内
に
「
ま

ち
づ
く
り
会
社
準
備
係
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
楢
葉
町
や
富

岡
町
の
先
例
を
参
考
に
、
4
月

に
設
立
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

平
成
29
年
度
中
の
設
立
を
目
指

し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
は

避
難
指
示
解
除
を
見
据
え
、
町

と
協
働
し
な
が
ら
復
興
関
連
事

業
を
推
進
し
て
い
く
予
定
で
す

が
、
具
体
的
な
事
業
は
現
在
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

大
熊
町
出
身
の
泉
田
シ
ゲ
さ

ん
が
１
月
１
日
、
満
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。
同

月
７
日
、
避
難
生
活
を
送
る
田

村
市
船
引
町
の
復
興
公
営
住
宅

で
賀
寿
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
渡
辺
利
綱
町
長
か
ら
泉
田

さ
ん
に
知
事
賀
寿
や
記
念
品
な

ど
、
家
族
か
ら
は
花
束
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
泉
田
さ
ん
は
大
正

６
年
生
ま
れ
。
子
ど
も
４
人
、

孫
６
人
、
ひ
孫
９
人
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
現
在
も
新
聞
に
目
を

通
す
の
が
趣
味
で
、
長
生
き
の

秘
け
つ
は
よ
く
寝
る
こ
と
だ
そ

う
で
す
。
泉
田
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
の
仕
事
始
め
式
が
１
月
４

日
、
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
頭
に
当

た
り
、渡
辺
利
綱
町
長
は
「
様
々

な
目
標
を
具
現
化
し
、
町
民
目

線
の
被
災
者
支
援
、
復
興
の
取

り
組
み
を
着
実
に
執
行
し
、
さ

ら
な
る
前
進
の
年
に
し
た
い
。

絶
え
ず
変
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ

や
周
囲
の
情
勢
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
積
極
的
・
主
体

的
に
業
務
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。
職
員
を
代

表
し
て
佐
藤
恒
寿
福
祉
課
長
が

「
町
民
の
生
活
再
建
と
町
土
再

生
の
た
め
一
丸
で
業
務
に
ま
い

進
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

渡
辺
利
綱
町
長
は
１
月
４

日
、
新
年
あ
い
さ
つ
の
た
め
町

役
場
会
津
若
松
出
張
所
を
訪
れ

た
東
京
電
力
の
廣
瀬
直
己
社
長

に
、
安
全
最
優
先
で
着
実
に
廃

炉
・
汚
染
水
対
策
を
行
う
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
廣
瀬
社
長
は

「
福
島
第
一
原
発
の
安
定
化
は

一
丸
で
、
と
に
か
く
ご
心
配
を

お
掛
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
渡

辺
町
長
は
「
町
の
復
興
は
廃
炉

・
汚
染
水
対
策
が
着
実
に
進
む

こ
と
が
前
提
。
人
為
的
ミ
ス
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
」

と
求
め
ま
し
た
。

仕事始め式、１年の精励誓う

東電に安全な廃炉作業を要請

職員に訓示する渡辺町長（左）

渡辺町長の話を聞く廣瀬社長（右）

まちづくり会社について検討する担当職員

満100歳を迎えた泉田シゲさん（右）
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町商工会、町長囲み懇談

帰還困難区域の避難解除に向け要望

　

町
商
工
会
の
「
町
長
を
囲
む

懇
談
会
」
が
12
月
22
日
、
町
役

場
会
津
若
松
出
張
所
で
開
か
れ

ま
し
た
。
商
工
会
役
員
と
町
幹

部
合
わ
せ
て
約
20
人
が
出
席
。

蜂
須
賀
禮
子
会
長
は
渡
辺
利
綱

町
長
に
対
し
、
商
工
会
の
帰
還

支
援
の
強
化
、
町
内
で
再
開
す

る
事
業
者
の
支
援
を
要
望
し
ま

し
た
。
続
く
意
見
交
換
で
も
、

事
業
再
開
に
伴
う
用
地
確
保
に

町
の
支
援
を
求
め
る
意
見
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
渡
辺
町
長

は
「
商
業
圏
の
整
備
は
重
要
な

課
題
の
一
つ
。
事
業
者
の
意
向

を
確
認
し
な
が
ら
進
め
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

渡
辺
利
綱
町
長
は
１
月
10
日
、

伊
沢
史
朗
双
葉
町
長
、
鈴
木
正

晃
副
知
事
と
と
も
に
復
興
庁
を

訪
れ
、
帰
還
困
難
区
域
全
域
の

避
難
指
示
解
除
に
向
け
、
国
が

責
任
を
持
っ
て
着
実
に
取
り
組

む
よ
う
今
村
雅
弘
大
臣
に
要
望

し
ま
し
た
。
政
府
は
解
除
に
つ

い
て
「
年
月
を
要
し
て
も
責
任

を
持
っ
て
取
り
組
む
」
と
し
て

お
り
、
要
望
で
は
必
要
な
予
算

を
継
続
的
に
確
保
す
る
よ
う
改

め
て
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
同

区
域
内
の
「
特
定
復
興
拠
点
」

の
整
備
計
画
を
認
定
す
る
際
は
、

町
の
意
向
を
最
大
限
尊
重
す
る

こ
と
も
求
め
ま
し
た
。

意見を交わした出席者

要望書を手渡す渡辺町長（中央左）

クリスマス会を楽しんだ参加者

短大生とクリスマス会

地名の専門家、大熊中で講演

会
津
大
短
期
大
学
部
社
会
福

祉
学
科
の
学
生
が
12
月
19
日
、

同
校
に
一
般
町
民
を
招
い
て
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

授
業
の
一
環
と
し
て
学
生
た
ち

が
企
画
し
ま
し
た
。
サ
ン
タ
の

帽
子
を
か
ぶ
っ
て
参
加
者
全
員

で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌

い
、
紙
皿
を
使
っ
た
リ
ー
ス
を

作
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
色
を

塗
っ
た
り
モ
ー
ル
を
付
け
た
り

し
て
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
手
軽
に
で
き

る
ケ
ー
キ
を
作
っ
た
り
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

筑
波
大
名
誉
教
授
で
地
名
に

関
し
て
多
く
の
著
書
が
あ
る
谷

川
彰
英
さ
ん
が
１
月
17
日
、
会

津
若
松
市
の
大
熊
中
仮
設
校
舎

で
講
演
し
ま
し
た
。
谷
川
さ
ん

は
生
徒
の
苗
字
を
例
に
、
地
名

と
人
名
が
密
接
に
関
係
し
て
い

る
と
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
イ
ズ
形
式
で
全
国
の
珍
し
い

地
名
の
由
来
を
紹
介
す
る
と
、

生
徒
は
驚
い
た
り
納
得
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。
谷
川
さ
ん
は

小
学
生
の
頃
か
ら
地
図
を
眺
め

る
の
が
好
き
だ
っ
た
そ
う
で
、

生
徒
に
対
し
、
好
き
な
も
の
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て

い
ま
し
た
。

講演する谷川さん
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かわらばんるさと
町の今、お伝えします

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。

　今回は、町道および県道の片側通行等について紹介します。

大熊町役場会津若松出張所
☎0120-26-3844
  いわき出張所　  
☎0120-26-5671

問
☎

問
☎

問
☎

問
☎

　
除
染
土
壌
等
の
輸
送
で
利
用
し

て
い
る
町
道
お
よ
び
県
道
（
左
図
）

に
つ
き
ま
し
て
、
舗
装
厚
の
改
良

工
事
の
た
め
平
成
29
年
1
月
下
旬

よ
り
3
月
下
旬
ま
で
、
工
事
区
間

内
を
順
次
片
側
通
行
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
中
間
貯
蔵
施
設
整
備
課

　
　
０
２
４
６
（
84
）
７
７
２
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

中
屋
敷
地
区
井
戸
掘
削
工
事

　震
災
前
、
飲
料
水
と
し
て
沢
水

等
を
利
用
し
て
い
た
中
屋
敷
地
区

の
住
民
の
皆
さ
ま
の
帰
町
に
向
け
、

安
全
な
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
、

集
会
所
お
よ
び
帰
町
を
予
定
さ
れ

る
住
居
を
対
象
に
、
今
年
度
、
井

戸
の
掘
削
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。　1

月
19
日
現
在
、掘
削
を
終
え
、

水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
で
は
、
飲
料
水
と
し
て
適
し
安

全
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。 

1
月
下
旬
に
は
工
事
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。

環
境
省
　
被
災
家
屋
の

解
体
申
請
相
談
窓
口

　申
請
の
あ
っ
た
被
災
家
屋
の
解

体
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
解

体
申
請
は
現
在
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　家
屋
を
解
体
す
る
際
に
は
り
災

証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
解
体
申
請
後
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
可
能
で
す
。
詳
細
は
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

被
災
家
屋
の
損
壊
調
査

　
り
災
証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
家
屋
を
取
り
壊
す
前

に
必
ず
被
災
家
屋
の
損
壊
調
査

（
家
屋
調
査
）
が
必
要
で
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
て
し
ま
う
と

調
査
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
出
張
所
　
税
務
課

町道および県道の片側通行について

工事区間 L = 4,749.4m

国
道
２
８
８
号

大野駅
国
道
６
号

集会所の井戸水を汲み上げている様子集会所の井戸水を汲み上げている様子

問
☎

問

Ｊ
Ｒ
常
磐
線 

除
染
・
復
旧
工
事

　
Ｊ
Ｒ
工
事
関
係
者
の
休
憩
所
お
よ
び

　
　
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場
の
設
置
に
つ
い
て

　
平
成
32
年
３
月
末
ま
で
の
運
転

再
開
を
目
指
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
は
、
昨
年
６
月
よ
り
除
染
・
復

旧
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
夫
沢
、
下
野
上
、

熊
地
区
付
近
を
中
心
に
工
事
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、Ｊ

Ｒ
工
事
関
係
者
の
休
憩
所
お
よ
び

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場
を
、
役
場
南

側
の
公
園
内
、
お
よ
び
県
立
双
葉

翔
陽
高
校
内
に
設
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
利
用
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
　
水
戸
支
社

　
設
備
部

　
　
０
２
９(

２
２
１)

９
５
９
５

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

灯
油
等
の
回
収
に
つ
い
て

　残
置
さ
れ
て
い
る
灯
油
等
の
回

収
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

回
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
連

絡
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

環
境
省
が
実
施
し
ま
す
が
、
受

　付
は
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

　グ
ス
株
式
会
社
で
行
い
ま
す
。

【
今
年
度
の
回
収
期
間
】

　
平
成
28
年
12
月
〜
平
成
29
年
3
月

【
回
収
の
対
象
と
な
る
も
の
】

　全
て
の
石
油
類
お
よ
び
塗
料
等

（
ポ
リ
タ
ン
ク
、
オ
イ
ル
缶
等
に
つ

い
て
は
容
器
ご
と
回
収
し
ま
す
）

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

・
汚
染
度
の
高
い
灯
油
容
器
等

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
暖
房
器
具

・
車
両
、
農
機
具
等
の
廃
油

【
お
申
し
込
み
先
】

　
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
株
式
会
社
　
福
島
復
興
本
社
　

　
大
熊
町
グ
ル
ー
プ

　
　
０
８
０(

６
８
４
２)

２
３
４
９

　
　（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
）

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所
（
廃
棄
物
担
当
）

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
放
射
能

　
汚
染
廃
棄
物
対
策
第
一
課

　
　
０
２
４(

５
７
３)

７
５
４
７

中
間
貯
蔵
施
設

　
保
管
場
へ
の
輸
送

 （
12
月
11
日
〜
1
月
10
日
）

　大
熊
町
、
川
内
村
、
三
春
町
、

白
河
市
、
天
栄
村
、
棚
倉
町
、
泉

崎
村
、
広
野
町
か
ら
中
間
貯
蔵
施

設
の
保
管
場
へ
除
染
土
壌
等
の
輸

送
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
有
地
へ
の
搬
入
に
つ

い
て
は
、
須
賀
川
市
の
小
学
校
か

ら
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お
く
ま
へ

の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
調
査
設
計
課

　
　
０
２
４(

５
６
３)

１
２
９
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
環
境
対
策
課

環
境
省
　
除
染
の
相
談
窓
口

　
除
染
の
実
施
時
期
、
除
染
に
関

し
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
環
境
省
　
現
地
除
染
相
談
室

　
　
０
１
２
０(

３
６
０)

１
１
１

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問

☎
問
☎

問
☎

問
☎

問

休憩所・スクリーニング場
位置図

双葉翔陽高校の使用状況

問
☎

問
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かわらばんるさと
町の今、お伝えします

　町内で着々と進む復興などの様子を、国・県・町が一体となりお知らせします。

　今回は、町道および県道の片側通行等について紹介します。

大熊町役場会津若松出張所
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  いわき出張所　  
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除
染
土
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等
の
輸
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で
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し

て
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る
町
道
お
よ
び
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道
（
左
図
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に
つ
き
ま
し
て
、
舗
装
厚
の
改
良

工
事
の
た
め
平
成
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年
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月
下
旬

よ
り
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月
下
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ま
で
、
工
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間

内
を
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次
片
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通
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と
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。
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は
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が
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。
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貯
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整
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中
間
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蔵
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設
整
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０
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４
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（
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２
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

中
屋
敷
地
区
井
戸
掘
削
工
事

　震
災
前
、
飲
料
水
と
し
て
沢
水

等
を
利
用
し
て
い
た
中
屋
敷
地
区

の
住
民
の
皆
さ
ま
の
帰
町
に
向
け
、

安
全
な
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
、

集
会
所
お
よ
び
帰
町
を
予
定
さ
れ

る
住
居
を
対
象
に
、
今
年
度
、
井

戸
の
掘
削
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。　1

月
19
日
現
在
、掘
削
を
終
え
、

水
質
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調

査
で
は
、
飲
料
水
と
し
て
適
し
安

全
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
。 

1
月
下
旬
に
は
工
事
が

完
了
す
る
予
定
で
す
。

環
境
省
　
被
災
家
屋
の

解
体
申
請
相
談
窓
口

　申
請
の
あ
っ
た
被
災
家
屋
の
解

体
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
解

体
申
請
は
現
在
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　家
屋
を
解
体
す
る
際
に
は
り
災

証
明
書
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
解
体
申
請
後
の
キ
ャ

ン
セ
ル
は
可
能
で
す
。
詳
細
は
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

被
災
家
屋
の
損
壊
調
査

　
り
災
証
明
書
の
発
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
家
屋
を
取
り
壊
す
前

に
必
ず
被
災
家
屋
の
損
壊
調
査

（
家
屋
調
査
）
が
必
要
で
す
。

　
家
屋
を
取
り
壊
し
て
し
ま
う
と

調
査
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
方
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
津
若
松
出
張
所
　
税
務
課

町道および県道の片側通行について

工事区間 L = 4,749.4m

国
道
２
８
８
号

大野駅
国
道
６
号

集会所の井戸水を汲み上げている様子集会所の井戸水を汲み上げている様子

問
☎

問

Ｊ
Ｒ
常
磐
線 

除
染
・
復
旧
工
事

　
Ｊ
Ｒ
工
事
関
係
者
の
休
憩
所
お
よ
び

　
　
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場
の
設
置
に
つ
い
て

　
平
成
32
年
３
月
末
ま
で
の
運
転

再
開
を
目
指
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
は
、
昨
年
６
月
よ
り
除
染
・
復

旧
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
夫
沢
、
下
野
上
、

熊
地
区
付
近
を
中
心
に
工
事
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
工
事
を
進
め
る
に
あ
た
り
、Ｊ

Ｒ
工
事
関
係
者
の
休
憩
所
お
よ
び

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
場
を
、
役
場
南

側
の
公
園
内
、
お
よ
び
県
立
双
葉

翔
陽
高
校
内
に
設
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ

う
十
分
注
意
し
て
利
用
し
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
程
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
　
水
戸
支
社

　
設
備
部

　
　
０
２
９(

２
２
１)

９
５
９
５

　
い
わ
き
出
張
所
　
復
興
事
業
課

灯
油
等
の
回
収
に
つ
い
て

　残
置
さ
れ
て
い
る
灯
油
等
の
回

収
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

回
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
連

絡
先
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

環
境
省
が
実
施
し
ま
す
が
、
受

　付
は
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

　グ
ス
株
式
会
社
で
行
い
ま
す
。

【
今
年
度
の
回
収
期
間
】

　
平
成
28
年
12
月
〜
平
成
29
年
3
月

【
回
収
の
対
象
と
な
る
も
の
】

　全
て
の
石
油
類
お
よ
び
塗
料
等

（
ポ
リ
タ
ン
ク
、
オ
イ
ル
缶
等
に
つ

い
て
は
容
器
ご
と
回
収
し
ま
す
）

【
回
収
で
き
な
い
も
の
】

・
汚
染
度
の
高
い
灯
油
容
器
等

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
、
暖
房
器
具

・
車
両
、
農
機
具
等
の
廃
油

【
お
申
し
込
み
先
】

　
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　
株
式
会
社
　
福
島
復
興
本
社
　

　
大
熊
町
グ
ル
ー
プ

　
　
０
８
０(

６
８
４
２)

２
３
４
９

　
　（
平
日
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
）

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所
（
廃
棄
物
担
当
）

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
放
射
能

　
汚
染
廃
棄
物
対
策
第
一
課

　
　
０
２
４(

５
７
３)

７
５
４
７

中
間
貯
蔵
施
設

　
保
管
場
へ
の
輸
送

 （
12
月
11
日
〜
1
月
10
日
）

　大
熊
町
、
川
内
村
、
三
春
町
、

白
河
市
、
天
栄
村
、
棚
倉
町
、
泉

崎
村
、
広
野
町
か
ら
中
間
貯
蔵
施

設
の
保
管
場
へ
除
染
土
壌
等
の
輸

送
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
町
有
地
へ
の
搬
入
に
つ

い
て
は
、
須
賀
川
市
の
小
学
校
か

ら
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
お
お
く
ま
へ

の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所
　

　
中
間
貯
蔵
施
設
等
整
備
事
務
所

　
調
査
設
計
課

　
　
０
２
４(

５
６
３)

１
２
９
３

　
い
わ
き
出
張
所
　
環
境
対
策
課

環
境
省
　
除
染
の
相
談
窓
口

　
除
染
の
実
施
時
期
、
除
染
に
関

し
ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
環
境
省
　
現
地
除
染
相
談
室

　
　
０
１
２
０(

３
６
０)

１
１
１

　
福
島
環
境
再
生
事
務
所

　
会
津
支
所

　
　
０
２
４
２
（
23
）
７
９
７
０

問

☎
問
☎

問
☎

問
☎

問

休憩所・スクリーニング場
位置図

双葉翔陽高校の使用状況

問
☎

問
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避難
を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に分散して不自由な生活を強いられています。
長期化している避難生活、先行き不透明な状況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどのよ

うな想いを抱いているのか、直接避難先へ訪問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載させて
いただいています。
「絆おおくまふれあい通信」を通して届けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」と皆さ
まを「絆〜きずな〜」でつないでいくことができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避難先を訪問し、インタビュー取材をさせていただいています。
※掲載する文章は、インタビューした内容をもとに記者が作成しますので、インタビューをお受けいただいた方

が文章を作成する手間はございません。

おおくまふれあい通信
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「絆おおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場　会津若松出張所　総務課秘書広聴係
電話：0120-26-3844　FAX：0242-26-3794
E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応募先 絆
きずな

　絆おおくまふれあい通信では、避難されている皆さま
へ想いを伝えていただける方を募集しています。避難先
での活動や避難生活で感じていることなど、あなたの想
いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方なら
どなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。



14問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

　

町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
そ
れ
以
降
の
避
難

中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
す
る
と
と
も

に
、
復
興
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め
、
追

悼
式
を
行
い
ま
す
。

時
３
月
11
日
（
土
）　

午
後
２
時
30
分
～

　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

場
ラ
イ
フ
ケ
ア
好
間
会
堂

　
（
い
わ
き
市
好
間
町
下
好
間
字
一
町
坪
17
）

対�

３
月
11
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺

族
等
、
ど
な
た
で
も
参
列
で
き
ま
す

※ 

災
害
弔
慰
金
認
定
者
の
ご
遺
族
に
は
個
別
に

案
内
通
知
を
発
送
し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方

で
参
列
す
る
ご
遺
族
等
は
、
お
手
数
で
も
２

月
20
日
（
月
）
ま
で
代
表
者
の
氏
名
、
人
数
、

連
絡
先
を
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

内
黙
と
う
、
町
長
式
辞
、
追
悼
の
言
葉
、
献
花

な
ど

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

福
祉
課
福
祉
係

東日本大震災犠牲者合同追悼式を行います

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
免
除

期
間
が
１
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
免
除
対
象

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己

負
担
分
（
費
用
の
１
割
も
し
く
は

２
割
分
）

■
期
間

　

平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

※ 

大
熊
町
の
介
護
保
険
被
保
険
者

の
方
は
全
員
が
免
除
対
象
に
な

る
た
め
、
免
除
証
明
書
は
発
行

し
て
い
ま
せ
ん

※ 

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
方
）
の
平
成
29
年
度
分
介
護

保
険
料
の
減
免
継
続
に
つ
い
て

は
７
月
に
最
終
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

健
康
介
護
課　

介
護
保
険
係

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
免
除
期
間
が
延

長
さ
れ
ま
す

「
介
護
給
付
費
の
お
知

ら
せ
」
を
送
り
ま
す

　
「
介
護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
さ

れ
た
方
に
介
護
保
険
制
度
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
回
数
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
（
請
求
書

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

発
送
時
期
は
２
月
末
の
予
定
で

す
。

■
送
付
対
象
者

　

平
成
28
年
中
に
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
を
利
用
し
た
被
保
険
者

■
記
載
内
容

問
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

　

健
康
介
護
課　

介
護
保
険
係

サービス提供年月 介護サービスを利用した月

サービス事業者 介護サービスを実際に提供した
事業者名

サービス種類 利用した介護サービスの種類

サービス日数／回数 その月に利用した介護サービス
の日数または回数

利用者負担額合計額
介護サービス費用のうちの１割
または２割（利用者負担額免除
のため０円が記載されます）

サービス費用合計額 利用者負担額と介護保険負担額
の合計額

　

町
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
町
民
の
方
を
対
象

に
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
各
種
証
明
書
を
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
シ
ス
テ
ム
保
守
作
業
の
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間

　

２
月
21
日
（
火
）

　

午
後
５
時
30
分
～
11
時

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

住
民
課

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
一
時
停
止
し
ま
す
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日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら

せ
で
す
。
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
（
国
民
年
金
保
険

料
納
付
済
期
間
、
国
民
年
金
保
険

料
免
除
期
間
、
被
用
者
｟
厚
生
年

金
｠
年
金
加
入
期
間
）
を
25
年
か

ら
10
年
に
短
縮
す
る
法
案
が
、
今

年
８
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
問
題
だ
っ
た
無
年
金

者
へ
の
救
済
と
し
て
、
年
金
を
受

け
ら
れ
る
方
を
増
や
し
、
納
付
さ

れ
た
年
金
保
険
料
を
で
き
る
だ
け

受
給
に
つ
な
げ
る
観
点
か
ら
短
縮

す
る
も
の
で
す
。

施
行
に
向
け
て
今
月
か
ら
約
６

か
月
以
内
に
、
該
当
者
に
受
給
資

格
期
間
短
縮
の
請
求
書
を
送
付
す

る
予
定
で
す
。

資
格
期
間
短
縮
に
あ
た
り
、
請

求
で
き
る
年
金
は
今
年
８
月
以
降

（
支
給
は
９
月
分
か
ら
）
の
も
の

で
す
。
８
月
以
前
に
関
し
て
は
25

年
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て

い
な
け
れ
ば
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

w
ebhttp://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/
stf/seisaku

n
itsu

ite/

年
金
の
受
給
資
格
期

間
が
短
縮
さ
れ
ま
す

bunya/0000143356.htm
l

問
日
本
年
金
機
構
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
一
般
的
な
年
金
相
談
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
）

電
０
５
７
０
（
05
）
１
１
６
５

※ 

月
曜
・
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
、
火
～
金
曜
・
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
、
第
２

土
曜
・
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時

　

自
動
車
の
登
録
・
検
査
手
続
き

が
毎
年
度
末
の
3
月
に
集
中
し
、

自
動
車
の
登
録
・
検

査
手
続
き
等
は
お
早

め
に

窓
口
や
車
検
場
に
多
く
の
人
が
訪

れ
て
大
変
混
雑
し
ま
す
。
そ
の
結

果
、
手
続
き
に
何
時
間
も
か
か
る

こ
と
が
あ
り
、
申
請
者
の
皆
さ
ま

に
は
大
変
ご
迷
惑
お
か
け
し
て
い

ま
す
。

　

名
義
変
更
や
住
所
変
更
、
廃

車
、
車
検
な
ど
の
手
続
き
等
を
お

考
え
の
方
は
、
2
月
中
に
行
う
等

の
早
期
の
申
請
を
済
ま
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
・
検
査
関
係
の
お
問
い
合

わ
せ
先
は
表
の
と
お
り
で
す
。

　

現
在
、
大
熊
町
内
に
放
置
さ
れ

て
い
る
大
熊
町
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

（
原
付
、
農
耕
用
、
小
型
特
殊
等
）

の
廃
車
等
を
ご
希
望
の
方
は
お
問

○軽自動車
機関名 支所名 連絡先

軽自動車検
査協会

いわき支所 050-3816-1838
福島事務所 050-3816-1837

自家用自動
車組合

福島県自家用自
動車協会 024-546-8181

郡山 024-922-1567
南相馬 0244-23-2850
会津若松 0242-27-0210

○軽二輪車（126cc～250cc）
機関名 支所名 連絡先

軽自動車検
査協会

いわき支所 050-3816-1838
福島事務所 050-3816-1837

○小型二輪車（251cc以上）および普通自動車
機関名 支所名 連絡先

東北運輸局

福島運輸支局 050-5540-2015
福島運輸局
いわき自動車検
査登録事務所

050-5540-2016

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

税
務
課

　

町
で
は
中
間
貯
蔵
施
設
の
建
設

に
伴
い
町
民
の
皆
さ
ま
が
抱
え
る

不
安
や
諸
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
当
該
施
設
建
設
に
伴

う
権
利
関
係
等
の
疑
問
点
に
つ
い

て
、
無
料
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
相
談
で
き
る
こ
と
■

　

中
間
貯
蔵
施
設
建
設
に
伴
う
契

約
、
地
上
権
、
相
続
等
に
つ
い
て

※
法
律
相
談
で
あ
り
、
補
償
価
格

に
関
す
る
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

◆
対
象
者

大
熊
町
内
の
中
間
貯
蔵
施
設
建

設
予
定
地
内
に
不
動
産
（
土
地
・

建
物
）
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

◆
相
談
料

　

無
料

◆
相
談
時
間

１
回
に
つ
き
50
分
程
度
（
各
会

場
３
組
ま
で
の
事
前
予
約
制
）

中
間
貯
蔵
施
設
に
係

る
弁
護
士
無
料
相
談

会
の
ご
案
内

■
い
わ
き
市

時
２
月
10
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
５
時

場
大
熊
町
役
場
い
わ
き
出
張
所

■
会
津
若
松
市

時
２
月
13
日
（
月
）・
３
月
13
日

（
月
）

　

午
後
２
時
～
５
時

場
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

■
郡
山
市

時
２
月
22
日
（
水
）

　

午
後
２
時
～
５
時

場
大
熊
町
役
場
中
通
り
連
絡
事
務

所
◆
申
し
込
み
方
法

事
前
予
約
の
先
着
順
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

企
画
調
整
課

※
受
付
時
間
は
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
（
平
日
の
み
）
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町
で
は
高
校
、
専
修
学
校
、
大

学
に
通
う
町
の
生
徒
、
学
生
を
対

象
に
奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。
貸

与
条
件
、
所
得
制
限
額
を
ご
確
認

の
上
、
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
貸
与
額
・
期
間

・
高
等
学
校
（
高
専
含
む
）
な
ど

に
在
学
の
方

　

月
額
３
万
円
以
内

・
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）・
大

学
な
ど
に
在
学
の
方

　

月
額
７
万
円
以
内

※
正
規
の
修
業
期
間
に
限
る

■
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
制
度

・
高
校
…
10
万
円

・
大
学
…
20
万
円

■
条
件

・
高
等
学
校
（
高
専
含
む
）、
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）、
大
学

等
に
在
学
す
る
生
徒
、
学
生

・
申
込
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者
が

5
年
以
上
大
熊
町
に
住
所
を
有

し
て
い
る
こ
と

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
方

・
世
帯
に
町
税
等
滞
納
が
な
い
方

・
他
の
奨
学
資
金
の
貸
し
付
け
を

奨
学
金
貸
与
生
を

募
集
し
ま
す

浪
江
高
・
浪
江
高
津

島
校
合
同
休
校
式
の

お
知
ら
せ

受
け
て
い
な
い
方

・
在
学
の
学
校
長
の
推
薦
を
受
け

ら
れ
る
方

・
連
帯
保
証
人
は
町
内
に
居
住
し

独
立
の
生
計
を
営
む
方

■
返
還

卒
業
後
6
か
月
後
か
ら
10
年
以

内
に
半
年
賦
で
。
無
利
息
。
延
滞

金
年
10
％
の
割
合

■
申
込
期
間

2
月
1
日
（
水
）～
3
月
21
日

（
火
）

※ 
申
請
手
続
き
は
必
ず
本
人
が
保

護
者
な
ど
と
と
も
に
教
育
総
務

課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

■
世
帯
の
所
得
制
限
額

浪
江
高
、
浪
江
高
津
島
校
か
ら

両
校
同
窓
生
へ
の
お
知
ら
せ
で
す
。

両
校
は
今
年
３
月
末
で
休
校
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
３
月

１
日
の
卒
業
式
後
に
、
合
同
で
の

休
校
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
同
窓
生

や
家
族
、
旧
職
員
、
震
災
の
影
響

で
転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々

が
休
校
前
に
両
校
の
絆
と
同
窓
生

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
席
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

時
３
月
１
日
（
水
）

　

午
前
11
時
35
分
～

※
入
場
は
11
時
15
分
～

場
サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

　
（
本
宮
市
本
宮
字
矢
来
39
─
１
）

申
電
話
で
①
氏
名
②
電
話
番
号
③

浪
江
高
、
浪
江
高
津
島
校
の
別

④
同
窓
生
、
同
窓
生
の
家
族
、

震
災
後
他
校
に
転
校
の
別
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

浪
江
高
（
担
当
・
高
木
）

　

電
０
２
４
３
（
33
）
２
１
１
４

　

F
０
２
４
３
（
33
）
２
１
１
１

浪
江
高
津
島
校
（
担
当
・
夏
目
）

　

電
０
２
４
３
（
23
）
２
３
２
７

　

F
０
２
４
３
（
23
）
２
３
８
３

※
双
葉
地
方
の
方
々
に
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
す
。
他
地
区
に
お

住
ま
い
の
同
窓
生
の
方
々
に
も

お
伝
え
く
だ
さ
い
。

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

入
学
生
を
追
加
募
集

　

県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

（
南
相
馬
市
原
町
区
設
置
）
で
は
、

平
成
29
年
４
月
入
学
生
を
募
集
す

る
た
め
、
４
次
入
学
試
験
を
行
い

ま
す
。

■
追
加
募
集
科
（
募
集
人
員
）

・
短
期
大
学
校

　

計
測
制
御
工
学
科
13
人

・
能
力
開
発
校

機
械
技
術
科
８
人

建
築
科
３
人

※
３
次
入
学
試
験
（
１
月
20
日
）

の
結
果
に
よ
り
、
募
集
人
員
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

■
日
程

・
出
願
期
間

２
月
１
日
（
水
）

 

～
２
月
10
日
（
金
）

・
試
験
日

　

２
月
17
日
（
金
）

・
合
格
発
表

　

２
月
23
日
（
木
）

区
域
外
就
学
の
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
？

大
熊
町
に
住
民
票
が
あ
る
児
童

・
生
徒
が
避
難
先
の
小
中
学
校
に

通
う
際
は
、
避
難
先
の
市
町
村
教

育
委
員
会
で
区
域
外
就
学
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
ま
だ
手
続
き
が

お
済
み
で
な
い
方
は
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
避
難
先
市
町
村
教
育
委

員
会
に
よ
っ
て
手
続
き
等
は
異
な

り
ま
す
の
で
、
避
難
先
の
市
町
村

教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

教
育
総
務
課　

学
校
教
育
係

※ 

在
学
者
数
に
は
、
申
込
時
に
受

験
に
合
格
し
た
者
を
含
む
も
の

と
す
る
。
高
校
在
学
者
に
つ
い

て
は
、
表
に
あ
る
所
得
額
よ
り

１
０
０
万
円
を
控
除
し
た
額
と

す
る

問
大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

　

教
育
総
務
課

扶養親族
などの数

所得額
大学在学者
１人の場合

大学在学者
２人の場合

大学在学者
３人の場合

０人 700万円 800万円 850万円
１人 730万円 830万円 880万円
２人 760万円 860万円 910万円
３人 790万円 890万円 940万円

４人以上 820万円 920万円 970万円
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個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
運
営
委
員
会
か
ら
東
日
本
大
震

災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん

へ
お
知
ら
せ
で
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
震
災
前

か
ら
の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
が
免
除

さ
れ
ま
す
（
免
除
に
は
一
定
の
要

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
ご
案
内

多
重
債
務
や
貸
金
業

に
関
す
る
相
談
窓
口

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は

次
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

・
返
済
し
き
れ
な
い
借
金
に
関
す

る
こ
と

・
貸
金
業
者
や
ヤ
ミ
金
融
に
関
す

る
こ
と

福
島
広
域
雇
用
促
進

支
援
協
議
会
か
ら

■
モ
デ
ル
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

（
企
業
参
加
型
）～
企
業
が
企
業
を

見
て
気
づ
く
、
考
え
る
、
持
ち
帰

る
ツ
ア
ー
で
す
～

　

県
内
の
モ
デ
ル
企
業
３
社
を
見

学
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。「
自
社
で
何
が
足
り
な
い
の

か
」
を
振
り
返
り
、
自
社
で
気
付

か
な
い
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
同
行
し
て
適
時
解
説

し
、
最
後
は
振
り
返
り
セ
ミ
ナ
ー

で
締
め
く
く
り
ま
す
。

◆
見
学
先

　

向
山
製
作
所
、
磐
梯
熱
海
温
泉

・
清
稜
山
倶
楽
部
、
三
部
会
計
事

務
所

時
2
月
16
日
（
木
）・
17
日
（
金
）

1
泊
2
日

※
宿
泊
な
し
の
参
加
、
1
日
目
の

み
参
加
も
可
能

定
30
人
程
度

　
（
1
社
か
ら
2
人
ま
で
）

費
バ
ス
代
無
料
、
宿
泊
費
一
人

　

１
１
０
０
０
円
（
税
抜
）

申
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で

問
福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会　

双
葉
町
窓
口

電
０
２
４
６
（
84
）
６
２
８
５

消
防
署
か
ら

住
宅
火
災
の
発
生
を
防
ぎ
、
火

災
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
「
い
の

ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
い
の
ち
を
守

る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
「
３
つ

の
習
慣
」
と
「
４
つ
の
対
策
」
で

す
。

■
３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ

う
・
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
し
ま

し
ょ
う

・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

■
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し

ょ
う

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
、
防

炎
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
、
住
宅
用
消
火
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う

・
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
半
年
に
１
回
は
点
検
し
ま
し

ょ
う
。
本
体
の
押
し
ボ
タ
ン
を
押

す
か
、
下
が
っ
て
い
る
ひ
も
を
引

き
、
音
ま
た
は
音
声
が
鳴
れ
ば
異

常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
音
が
鳴
ら
な

い
場
合
は
電
池
切
れ
ま
た
は
本
体

の
故
障
で
す
。
す
ぐ
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。

問
浪
江
消
防
署

　

電
０
２
４
０
（
34
）
７
３
６
０

問
富
岡
消
防
署

　

電
０
２
４
０
（
25
）
２
１
１
９

■
試
験
内
容

・
筆
記
試
験

数
学
Ⅰ
（
短
期
大
学
校
）、
数

学
の
基
礎
力
（
能
力
開
発
校
）

・
面
接
試
験

■
対
象　

    

高
卒
お
よ
び
卒
業
見
込
み
の
者

※
離
職
ま
た
は
転
職
を
考
え
て
い

る
方
で
、
専
門
技
術
を
身
に
つ

け
て
再
就
職
を
目
指
し
た
い
方

も
対
象
で
す
。
出
願
手
続
き
の

詳
細
や
学
校
見
学
な
ど
を
希
望

す
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー

浜
電
０
２
４
４
（
26
）
１
５
５
５

（
学
生
募
集
担
当
・
星
、
鈴
木
、

遠
藤
寛
）

■
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

・
生
活
再
建
に
必
要
な
資
産
（
上

限
５
０
０
万
円
、
義
援
金
等
）

は
手
元
に
残
せ
ま
す
。

・
弁
護
士
な
ど
の
登
録
専
門
家
が

手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
国
の
補
助
に
よ
り
弁
護

士
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
債
務
整
理
し
た
こ
と
は
個
人
信

用
情
報
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
一
般
社
団
法
人
個
人
版
私
的
整

理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会

電
０
１
２
０
（
３
８
０
）
８
８
３

（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

電
０
２
４
（
５
２
６
）
０
２
８
１

（
福
島
支
部
）

※
受
付
時
間
は
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

・
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯

金
口
座
に
関
す
る
こ
と

場
財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課
（
福
島
市
松
木
町
）

時
平
日
午
前
８
時
30
分
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時
30
分（
原
則
）

電
０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）
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予約時には問い合わせ番号をお伝えいただくと手続きがスムーズに進みます。問い合わせ番号
は各世帯固有の番号となっています。
※�立入り休止日にやむを得ない事情（命日による墓参立入等）により立入りを希望する場合は
環境対策課へ直接ご相談願います。

問大熊町役場いわき出張所　環境対策課

平成28年度2月、3月の
一時立入りのご案内

　一時立入りを実施する際には事前予約が必要となりますので、実施スケジュ
ールをご確認のうえ、コールセンターへお電話でお申し込みください。

※後期（10～3月分）の案内文書は各世帯主様へ個別に発送しております。
※実施スケジュールや最新の予約状況は、専用HP(http://www.ichijitachiiri.com)でご覧いただ
けます。

※立入り当日は必ず中継基地で受付を行ってください。中継基地にて、通行証、個人線量計、
防護装備等をお渡します。

※お帰りの際には、中継基地にこれらを返却していただくとともに、スクリーニングを受けて
いただきます。

　なお、マイカーによる立入りは、立入り希望日前日の20:00（土日・
祝日は17:00）までにお申し込みください。（予約がない方の立入りは認
められません。また、立入り日当日の受付は出来ません。）
　また、バスによる立入りは、各月のバス立入り初日の１か月前までにお
申し込みください。

【一時立入り受付コールセンター】

●電  話  番  号：0120-461-362（フリーダイヤル）
●予約受付時間：平日8:00～20:00、土日・祝日8:00～17:00

・公益一時立入りの受付・お問い合わせは、これまでどおり環境対策課にご連絡ください。

・お盆・お彼岸などは、立入りの安全確保等の観点から、基地ごとの受付上限世帯数を設

けさせていただくことがあります。

・資料の送付先を変更する場合は、必ずコールセンターに変更内容をご連絡ください。



【注意】中屋敷スクリーニング場は斜面に立地しており、降雪や路面凍結時の場内への出入りに危険を
伴うことから、平成29年1月20日（金）から平成29年3月18日（土）までは住民一時立入
りの入退域の受付は行いません。この期間は、他のスクリーニング場で受付を行ってください。

【注意】お盆・お彼岸は、立入りの安全確保等の観点から基地ごとの受付上限世帯数を設けさせていた
だいております。
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2、3月の一時立入りスケジュール（マイカー）
【注意】気象状況により、やむを得ず一時立入りを中止することがあります。

一時立入り実施スケジュール【平成29年3月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成29年3月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

1 津島活性化センター
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

2 加倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

3 高瀬
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

4 中屋敷
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

5 大川原
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

6 高津戸
スクリーニング場

100
世帯

100
世帯

100
世帯

100
世帯

7 毛萱・波倉
スクリーニング場

150
世帯

150
世帯

150
世帯

150
世帯

バ
ス
立
入
日

年 平成29年
月 3月
日 17日 18日

曜　日 金 土
毛萱・波倉

スクリーニング場 大熊町 40世帯 40世帯

申し込み締切日 2月16日㈭

一時立入りスケジュール（バス）

一時立入り実施スケジュール【平成29年2月分】� ■…マイカー立入り、■…バス立入り、■…立入り休止

月 平成29年2月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

曜　日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

1 津島活性化センター
スクリーニング場

2 加倉
スクリーニング場

3 高瀬
スクリーニング場

4 中屋敷
スクリーニング場

5 大川原
スクリーニング場

6 高津戸
スクリーニング場

7 毛萱・波倉
スクリーニング場
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放射性
物質教 ちゃんえておお教 ちゃんえておお

Part22・放射線の測定結果の「ばらつき」
　長さや重さというものは、一度測定すれば短時間で大きく変化することはあり
ません。例えば身長が、測定する度に170cmになったり165cmになったりと、測
定結果がばらつくことはありません。これは、体重についても同じだと思います。
しかし、これが放射線の場合では、同じ測定器で同じ場所で測っても測定結果が
同じ値になることはなく、ある程度のばらつきが出てきます。
　下の表がその例です。これは、町内で線量調査を行った測定結果です。地上高
さ１ｍで30秒間隔で３回測定をしています。

� （μSv/h）

測定地点 測定日 １回目 ２回目 ３回目 最大値と
最小値の差 平均

ふれあいパーククラブハウス南 H28.9.8 6.41� 6.38� 6.13� 0.28 6.31�
スポセンテニスコート南側 H28.9.8 11.10� 11.20� 11.30� 0.20 11.20�
図書館南十字路 H28.9.6 4.02� 3.95� 3.97� 0.07 3.98�
大野病院南側入口 H28.9.8 6.62� 6.72� 6.58� 0.14 6.64�
中屋敷公民館 H28.9.5 0.25� 0.25� 0.26� 0.01 0.26�

� 2016.9月　測定線量結果より

ふれあいパークでの測定結果は、３回の平均が6.31μSv/hですが、結果のうち一番大きな値と一番
小さな値の差は0.28μSv/hあります。他の箇所でも同様に、３回の測定結果が同じになることはなく、
ばらつきがあることが分かります。
これは「測定器の調子が悪い」「測り方が悪い」と
いうわけではありません。放射線は非常に気まぐれ
で、放射性物質から放射線が発生するタイミングも方
向も一定ではないのです。そのため、実際に測定して
いるときにタイミングが合い、測定器の方向にたくさ
ん飛び出してくれば値は高くなりますし、飛び出して
こなかったり、測定器と反対の方向に飛んでいってし
まえば値は低くなります。
町からお知らせしている町内の線量率の測定結果
は、３回測定した結果の「平均値」をその場所の「測定値」として扱っています。

線量率の値は、身長や体重と異なり、同じ測定器、同じ場所で測定してもばらつきが発生し、同
じ値になることはあまりありません。つまり、線量率の値は絶対的なものではない、という考え
方を念頭に置くことが重要です。そのため、測定結果のちょっとした変動に一喜一憂することな
く、放射線とはそういうものなのだと思って向き合っていただければと思います。

ここがポイント
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茨城南部に集える大熊町民同士で定期的な
交流を行うため、今年4月に大熊町民のコミ
ュニティグループ「スイートめろん」が立ち
上がります。皆さん、ぜひ参加をお待ちして
います。会員は随時募集中です！
■発起人■
梶原美智雄、梶原好子、高木宏、高木由記
子、星川誠、星川美智子、吉田義明（50音
順）
時４月15日㈯　午前11時～
場カラオケバンバン土浦サンタス店（土浦市
中村東1-1-1　サンタスワールド３階）
　※ボウリング場も同じ建物です
内スイートめろん創立総会～ボウリングで楽
しく交流しましょう！（創立総会と食事会、
ボウリング）
費1,000円
期３月24日㈮まで
申星川美智子　電080-5229-2006
　高木由記子　電090-2888-5789
※�お名前、ご住所、電話番号、出身行政区を
お知らせください

12月13日に宇都宮市の「月乃兎」で忘年
会を実施しました＝写真＝。久しぶりに会っ
た大熊の皆さんと楽しく語り合いました。12
月20日には鹿沼市でそば打ち体験をし、打ち
たてのそばをおいしくいただきました。
３月５日㈰に総会を予定しています。那須
湯本の「ホテルサンバレー那須」に１泊し、
交流を深めたいと思います。
問会長・坂上信行
電090-2600-5826

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！ひまわりサロン
のご案内です。
時２月15日㈬　午前10時～
内未定
場やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
電080-5431-0123（島田）

交流会時に募金を集めて熊本地震義援金と
して18,300円支援することができました。
１月の東部交流会では、なまず料理が名物の
埼玉県吉川市で行いました。27人が参加し、
なまず料理を堪能！
随時会員募集です。

問会長・倉嶋要三
電090-7934-8508

　東北に集える大熊町のみなさん！交流しま
しょう！フレンドリー東北では、随時会員を
募集しています。お気軽にお問い合わせくだ
さい。
　次回は総会を予定しています。お楽しみ
に！
問木幡伸夫
電090-4314-8444

　総会、懇親会を開催します。世帯に関係な
く多数の参加をお願いします。
出欠の確認はがきを送りますので、２月15
日までご返送お願いします。案内書が届かな
い場合はご連絡ください。ご友人やお知り合
いの方への周知にご協力ください。
時２月25日㈯～26日㈰　１泊２日
25日…午後3時30分～総会、終了後懇親会
　26日…朝食後解散
場磐梯熱海温泉　華の湯
　（郡山市熱海町5-8-60）
費1,000円（懇親会に参加しない方は無料）
問馬渕和年　電090-7063-0346
　横田嘉政　電090-7666-2238
　佐藤定信　電090-8785-9820

おおくまパークゴルフ協会会員の皆さん、
パークゴルフ愛好者の皆さん、平成29年度総
会を開催します。ご参加をお待ちしています。
時３月17日㈮　午後２時～
場大熊町役場いわき出張所２階
問会長・青山六郎
電0246-96-5730

埼
玉
・
お
お
く
ま
友
の
会

フ
レ
ン
ド
リ
ー
東
北

大
川
原
２
区

お
お
く
ま
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

ス
イ
ー
ト
め
ろ
ん

栃
木
お
お
く
ま
の
会

ひ
ま
わ
り
サ
ロ
ン
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時３月18日㈯　午前10時30分～
場いわき市鹿島公民館
　（いわき市鹿島町走熊鬼越83-1）
内楽しい食事会＆総会～ほっかほかの豚汁と

お弁当でわいわいお食事会～
費無料
対大熊町民のみなさま
期３月４日㈯まで
問会長・池田義明　　電090-3643-2967
　副会長・伊東光子　電090-3645-2765

おおくま交流会inいわき北部
～もちつきを楽しもう！～
時２月25日㈯　午前10時～
　※調理に参加できる方は午前９時集合
場いわき市草野公民館
　（いわき市平泉崎字向原28）
内もちつき
費200円
申不要。お気軽にご参加ください
問町コミュニティ支援広域事務所
電0246-88-9317（冨岡）

大熊町いわき北部会（仮称）会員募集！
いわきに集える大熊町民同士で定期的な交
流をしましょう！会の名称も募集中！

■発起人
愛場誠、石橋英雄、宍戸喜恵子、杉内俊子、
杉本征男、冨田睦子、根本常子、門馬俊一

（五十音順）
■申込方法

お電話でのお申し込みは随時受け付けてい
ます。お名前、ご住所、電話番号をお知ら
せください（2月25日のおおくま交流会in
いわき北部での申込も可能です）。

■申し込み・お問い合わせ先
　町コミュニティ支援広域事務所
　電0246-88-9317（担当：冨岡）
　〒970-1144 いわき市好間工業団地1-43
　大熊町役場いわき出張所2階
■年会費

無料（イベント内容
に応じて参加費一部
負担あり）

お
お
く
ま
い
わ
き
友
の
会

古
滝
屋
温
泉
日
帰
り
お
茶
会

も
み
の
木

お
お
く
ま
ま
ち
北
浜
グ
ル
ー
プ

　いわき市内にお住まいの町民の皆さん、温
泉で一日お茶を飲みながらの交流会を毎月第
３水曜に行っています。
時２月15日㈬　午前10時～午後３時
場古滝屋

※人数がまとまれば、好間第三仮設から無
料送迎バスあり

費入浴料800円（個人負担）
　※タオルや昼食は各自準備
電080-6007-6824（市川）
電090-5187-2234（堀本）

　おおくままち北浜グループでは、年間を通
して様々な形で交流の機会を設け活動してい
ます。浜通り北部に落ち着かれた方、ぜひお
問い合せください。
問会長・小林
電080-1814-9819

白河市に集える大熊町のみなさん！
月１回程度、お茶会を行っています！交流

しましょう♪
時２月11日㈯　午後1時～3時
場白河市立図書館（白河市道場小路96-5）
内お茶会、交流会等
問代表・深代賢治
電090-9531-1595

　２月の定例会は次のとおり開催します。
時２月19日㈰　午前11時～午後１時 
場国民宿舎鵜の岬（日立市十王町伊師640）
　※施設の駐車場を利用
内次年度計画および懇談会
問浅野秀蔵（水戸市）
電080-1657-7286

茨城おおくま友の会では12月４日、たかは
ら自然塾でもちつき＆クリスマス会を行いま
した！つきたてのお餅を食べたり、ビンゴ大
会をしたりと大いに盛り上がりました♪

茨城おおくま友の会では、随時会員を募集
しています。お気軽にお問い合わせください。

次回イベントは総会を予定しています。お
楽しみに！
問玉澤優子
電090-3754-7849

茨
城
お
お
く
ま
友
の
会

積
小
為
大
の
会

お
お
く
ま
交
流
会
in
い
わ
き
北
部
・
大
熊
町
い
わ
き
北
部
会
（
仮
称
）
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　借り上げ住宅自治会「おおくま町会津会」
は借り上げ住宅に避難されている町民の皆さ
まのための交流会を毎月第１、第３水曜日に
開催しています。お気軽にご参加ください。
　２月の日程は次のとおりです。
時（両日とも午前10時から）
・１日㈬　交流会
・15日㈬　交流会
※いずれかで新タブレットの説明会を予定し

ています
場おおくまサロン「ゆっくりすっぺ」
※随時会員を募集しています。
電090-7078-2327（山本）

いわき市内に避難している皆さん！お茶会
「すまいるサロン」を開催します。町民であ
ればどなたでもご参加いただけます。初めて
の方は、ご連絡いただければ幸いです。
時２月27日㈪
場大熊町役場いわき出張所２階調理室
持マイカップ、おむすび（昼食）
電080-1830-5567（小林）

いわき市に集える大熊町のみなさん！交流
しましょう！

大熊町いわき会では、随時会員を募集して
います。お気軽にお問い合わせください。

次回イベントは総会を予定しています。お
楽しみに！
問澤内俊昭
電090-7060-9464

お
お
く
ま
町
会
津
会

大
熊
町
い
わ
き
会

す
ま
い
る
サ
ロ
ン



地域包括
支援センター
               から

閉じこもり予防のポイント

介
護
予
防
事
業　

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
よ
う

介
護
予
防
事
業　

シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

24問問い合わせ　　申申し込み　　電電話　　Fファクス　　メール　　 web ウェブサイト

内ボウリング
時２月21日㈫
　午前10時15分～午後12時10分
　（受付：午前10時15分～午前10時30分）
場スポルト平（いわき市平字正月町61-3）
費1,100円
　（ボウリング２ゲーム、靴、飲み物）
対65歳以上の方
定20人（先着順）
持タオル
期２月17日㈮まで
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　地域包括支援センター（花房・浜本）
電0120-26-5671

内体ぽかぽか免疫力アップメニュー
時２月16日㈭　午前９時45分～午後１時
　（受付：午前９時45分～午前10時）
場常磐共同ガス
　ガスワンキッチンスタジオ「ステラ」
　（いわき市常磐湯本町日渡74-7）
費300円
対誰でも
定12人（先着順）
持エプロン、三角巾、飲み物
期２月14日㈫まで
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　地域包括支援センター（花房・浜本）
電0120-26-5671

寒い時期だからこそ
体を動かそう!!

寒い時期は、体を動かすことがおっくうに
なり、閉じこもりがちになります。閉じこも
っていると、筋力は落ち、免疫力が低下する
だけでなく心も弱らせてしまいます。寒い冬
でも意識的に体を動かすことが大切です。

・買い物等に出掛け、近所の人にあいさつす
る

・外の空気を吸って、季節を感じる
・共通の趣味を持った仲間と会う
・雪かきをする
・ゴミ拾いをする　　　　など

「コタツ」でできる体操
①手足にぎにぎ体操
１．右手を左足の指の間にし

っかり挟み、握手します。

２．手の力で足の指をそらし
ます。

※10回程度繰り返してく
ださい。

３．反対側の足でも行います。

②足し算指曲げ体操
１．片方の親指を先に曲げ

ておく。

２．「1、2、3…」 と 順 番
に両手の指を折り曲げ
ていく。

３．「5」で片方の小指を伸
ばします。

４．「10」まで数えると元の状態に戻ります。

どうしても外に出たくない人必見!!



りたよたよ
ほけんほ

ちょこっとカフェ
内心配ごとなど、ちょこっと話をして心を軽

くする…そんな場所です
　相談員：心のケアセンター、町保健師。
　個別相談も可能です
時２月８日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場いわき出張所
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

ふらっとカフェ
内ふらっと立ち寄り、心配や不安などを話し

てみませんか
　相談員：心のケアセンター、町保健師。
　個別相談も可能です
時２月８日㈬　午後１時30分～３時
場大熊町役場会津若松出張所
問大熊町役場会津若松出張所　福祉課
　健康介護係

内自由遊び、身長体重測定、離乳食・育児の
個別相談
時２月９日㈭・21日㈫
　午前９時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
対未就学児とその保護者（祖父母も歓迎）
持水分、オムツ
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

内カラダを動かして気分をリフレッシュ！健
康診断で結果が気になった方もぜひどう
ぞ！！講師はJヴィレッジフィットネスイ
ンストラクター
時２月23日㈭　午前10時30分～11時30分
場大熊町役場いわき出張所２階
対どなたでも参加可能
持動きやすい服装と室内履き、水分
申電話で（当日参加も可能）
問大熊町役場いわき出張所　健康介護課
　保健衛生係

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

子
育
て
ひ
ろ
ば

さ
び
な
い
カ
ラ
ダ
づ
く
り

コ
 ラ

 ム健
 康

コ
 ラ

 ム健
 康

25 広報おおくま　2017（平成 29 年）2月号時日時　　場会場　　内内容　　対対象者　　費参加費用　　持持ち物　　定募集定員　　期申し込み期間・期限

■生活習慣病とは
・喫煙や食習慣、運動習慣等の生活習慣が病気
の発症・進行に関与する疾患群です。

例えば、高血圧や糖尿病、脂質異常症等が言
われています。高血圧や糖尿病と深く関わりの
ある心疾患や脳血管疾患で亡くなっている方が
増加しています。

大熊町民の主な受診原因となる疾病ワースト3
1位：糖尿病、2位：慢性腎不全、3位：高血圧症

 （平成27年度総合健診結果より）

■一
いち

無
む

二
にしょう

少三
さん

多
た

で生活習慣病予防
・一無＝無煙、禁煙

無煙とはたばこを吸わないことで、禁煙とは
たばこを吸わないことを習慣にすることです。
自分の健康だけでなく、周囲の健康のためにも
禁煙をしましょう！

・二少＝少食、少酒
少食とは腹八分目が良いと言われています。

よく噛んで、三食食べましょう！
少酒とは純アルコール1日20ｇまでが望まし

いといわれています。

・三多＝多動、多休、多接
多動とは体をたくさん動かすことです。
多休とは休養をしっかりとることです。※睡

眠不足の方は昼食後20分程度の昼寝が効果的
です。

多接とは多くの人、事、物に接して創造的な
生活をすることです。

三多を取り入れた生活を送ることで、ストレ
ス解消にも繋がります。

気になる症状がありましたら、町の保健師や
栄養士等にお気軽にご相談ください。

また、健診結果等で受診の勧めがあった方
は、早めに医師に相談しましょう！

２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病
予
防
月
間
で
す
。

腹八分目

体操や
ウォーキング

成人の場合
7～8時間

交流・趣味

喫煙とがん 受動喫煙

日本酒だと
1合まで



●避難先の状況� （平成29年1月1日現在）

○人口および世帯
平成23年3月11日時点
11,505人　4,235世帯

平成28年12月31日現在
人　口 10,665
増　減 △ 840
世帯数 3,874
増　減 △ 361

大熊町の避難状況

都道府県 人数
海外 2 
不明 3 
北海道 31 
青森県 28 
岩手県 2 
宮城県 195 
秋田県 22 
山形県 44 
福島県 8,066 
茨城県 469 
栃木県 190 
群馬県 86 
埼玉県 401 
千葉県 249 
東京都 280 
神奈川県 171 
新潟県 226 
富山県 6 
石川県 15 
福井県 8 
山梨県 7 
長野県 8 
岐阜県 5 
静岡県 25 
愛知県 8 
三重県 8 
滋賀県 0 
京都府 7 
大阪府 19 
兵庫県 7 
奈良県 0 
和歌山県 2 
鳥取県 0 
島根県 0 
岡山県 3 
広島県 0 
山口県 2 
徳島県 0 
香川県 1 
愛媛県 2 
高知県 0 
福岡県 23 
佐賀県 3 
長崎県 2 
熊本県 0 
大分県 10 
宮崎県 22 
鹿児島県 1 
沖縄県 6 

計 10,665 

福島県内 人数
福島市 227 
会津若松市 1,096 
郡山市 1,058 
いわき市 4,614 
白河市 76 
須賀川市 97 
喜多方市 51 
相馬市 96 
二本松市 39 
田村市 60 
南相馬市 249 
伊達市 11 
本宮市 35 
桑折町 6 
国見町 2 
川俣町 1 
大玉村 32 
鏡石町 13 
天栄村 0 
下郷町 0 
檜枝岐村 0 
只見町 0 
南会津町 3 
北塩原村 0 
西会津町 1 
磐梯町 6 
猪苗代町 12 
会津坂下町 19 
湯川村 3 
柳津町 0 
三島町 1 
金山町 1 
昭和村 0 
会津美里町 24 
西郷村 16 
泉崎村 16 
中島村 0 
矢吹町 20 
棚倉町 1 
矢祭町 0 
塙町 4 
鮫川村 0 
石川町 4 
玉川村 1 
平田村 1 
浅川町 6 
古殿町 8 
三春町 49 
小野町 12 
広野町 52 
楢葉町 6 
富岡町 0 
川内村 10 
大熊町 0 
双葉町 0 
浪江町 0 
葛尾村 0 
新地町 27 
飯舘村 0 

計 8,066 

26

クイズ「目指せ！おおくＭＡＳＴＥＲ★」

おおちゃんクイズ　A・	大野小学校
くうちゃんクイズ　A・膝 ※2016年（平成28年）12月

ご結婚おめでとう
花むこ 住　所 花よめ 住　所

山　田　大　輔 足�立�区 林　　　真理子 大　 野

三　輪　幸　嗣 いわき市 横　川　理　佳 西　 平

大　野　真　大 浪�江�町 池　田　紗都美 向　 畑

沼　尾　　　勉 向　 畑 佐　藤　　　唯 北茨城市

おくやみ申し上げます
死亡者名 年齢 住　所

片　井　春　勇 87 歳 諏　　 訪

引　地　ミ　ツ 92 歳 大　　 野

箭　内　四　郎 91 歳 南　　 平

仲　野　フヂノ 95 歳 旭　　 台

鎌　田　信　子 84 歳 向　　 畑

坂　上　幸　子 61 歳 西 大 和 久

山　口　功　夫 79 歳 南　　 台

志　賀　八重子 86 歳 中� 央� 台



27 広報おおくま　2017（平成 29 年）2月号

　成人式は二十歳を迎えた新成人が
大人としての決意を新たにする場で
す。皆さん、少し緊張した表情で会
場入りしますが、旧友の顔を見つけ
るとハッと表情が緩み、子どものこ
ろの雰囲気を垣間見せます。かつ
て、ふるさとでどんな思い出をつく
ったのか。それを想像すると、笑顔
も違ったものに見えます。

表紙の写真
編
集
後
記

・
成
人
式
で
は
大
勢
の
新
成
人
と
接
し
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
声
と

明
る
い
笑
い
声
、
さ
わ
や
か
な
受
け
答
え
、
そ
の
場
に
い
る
だ

け
で
若
い
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
し
た
が
、
と

て
も
心
地
よ
い
時
間
で
実
は
楽
し
み
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
刺

激
を
い
た
だ
き
、
今
年
も
し
っ
か
り
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

が
湧
い
て
き
ま
し
た
（
児
）

・
会
津
地
域
最
大
の
初
市
と
し
て
4
0
0
年
以
上
も
前
か
ら
続
く

伝
統
的
な
行
事
、
十
日
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
普
段
は
車
で

通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
い
つ
も
の
場
所
、
見
慣
れ
た
景
色
で
す

が
、
こ
の
日
は
ゆ
っ
く
り
眺
め
て
歩
き
ま
し
た
。
新
し
い
お
店

を
見
つ
け
た
り
、
懐
か
し
い
人
に
会
え
た
り
地
域
の
良
さ
を
再

発
見
で
き
ま
し
た
。（
渡
）

・
町
内
の
取
材
に
行
こ
う
か
と
思
っ
て
い
た
１
月
中
旬
、
会
津
若

松
市
の
市
街
地
で
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
と
い
え
る
、
ま
と
ま
っ

た
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
取
材
予
定
日
を
翌
週
に
ず
ら
し
、
仕

切
り
直
し
と
し
ま
し
た
。
天
気
予
報
の
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
、
こ

の
時
期
は
路
面
状
況
も
チ
ェ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
気
を

遣
い
ま
す
（
村
）

町長室から 新春に思う
渡辺　利綱

　

一
昨
年
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
に
送
っ
て
い
る
生
活
応

援
物
資
に
、
昨
年
は
「
大
熊
町
ふ
る
さ
と
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
加
え
ま
し
た
。
壁
掛
け
式
で
、
震
災
前
の
町
内
の
写

真
を
掲
載
し
ま
し
た
。
熊
川
海
水
浴
場
の
初
日
の
出
、

お
お
く
ま
駅
伝
、
サ
ケ
稚
魚
放
流
…
、
ふ
る
さ
と
の
風

景
を
月
ご
と
に
振
り
返
っ
て
も
ら
え
る
内
容
で
す
。
こ

れ
に
対
し
、
一
人
の
町
民
女
性
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
「
懐
か
し
く
て
涙
が
出
た
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
普
段
な
か
な
か
聞
け
な
い
率

直
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
送
っ
て
よ
か
っ
た
と
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
町
で
の
年
末
年
始
は
穏
や
か
な
も
の
で
し

た
。
自
宅
に
親
戚
が
集
ま
っ
て
年
を
越
し
、
町
主
催
の

賀
詞
交
歓
会
で
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
春
は

坂
下
ダ
ム
の
花
見
、
夏
は
盆
踊
り
、
秋
に
は
敬
老
会

と
、
節
目
ご
と
に
町
民
が
集
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た

ち
は
、
大
熊
町
民
と
し
て
、
緩
や
か
な
が
ら
も
連
帯
感

の
よ
う
な
も
の
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
の
長
期
化
に
伴
い
「
曖
昧
な
喪
失
」
と
呼
ば
れ

る
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
帰
る
べ
き
家
は

あ
っ
て
も
帰
れ
ず
、
朽
ち
て
い
く
の
を
見
て
い
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
。
寄
り
添
い
暮
ら
し
た
家
族
や
ご
近
所

と
は
別
々
に
避
難
し
た
た
め
、
人
の
つ
な
が
り
を
失
っ

て
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
。
孤
独
の
中
に
い
る
人
の
こ

と
を
思
う
と
、
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

せ
め
て
、
で
き
る
催
し
か
ら
復
活
さ
せ
た
い
。
そ
う

思
う
の
で
す
が
重
点
施
策
は
目
白
押
し
。
な
か
な
か
思

う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
町
民
の
「
心
の
復
興
」
を

ど
う
す
る
か
。
そ
れ
を
真
剣
に
考
え
る
一
年
に
す
る
と

誓
い
ま
し
た
。
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